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青空とレンコン畑

　

８
月
上
旬
、
今
年
も
４
月
に
植

え
付
け
た
レ
ン
コ
ン
畑
に
大
輪
の

花
が
咲
き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。
植

え
付
け
面
積
が
昨
年
よ
り
約
２
倍

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
数
も

圧
巻
。

　

今
年
の
猛
暑
は
、
レ
ン
コ
ン
の

成
長
に
大
き
く
プ
ラ
ス
に
働
い
て

い
る
と
の
こ
と
。
葉
も
例
年
以
上

に
大
き
く
育
っ
て
い
る
の
で
、
秋

の
収
穫
会
で
ど
ん
な
立
派
な
レ
ン

コ
ン
が
掘
り
出
さ
れ
る
か
、
今
か

ら
非
常
に
楽
し
み
で
す
。

レンコンの花

レ
ン
コ
ン
花
、今
年
も

　

き
れ
い
に
咲
き
ま
し
た

（文
責
）　

原
田　

浩
明

植物（ソルゴー）迷路

で
は
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

お
昼
ご
飯
の
あ
と
は
、
三
秋
の

竹
を
使
用
し
た
ク
ラ
フ
ト
で
、
簡

単
竹
の
灯
籠
づ
く
り
を
し
ま
し

た
。
な
か
な
か
普
段
の
生
活
で
は

竹
に
触
れ
る
機
会
が
な
く
、
み
ん

な
新
鮮
な
気
持
ち
で
作
業
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

休
憩
の
後
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
と
し
て
畑
に
作
成
し
た
植
物

迷
路
と
キ
ュ
ウ
リ
収
穫
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
初
め
て
の

体
験
で
み
ん
な
き
ら
き
ら
し
た
表

情
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
す
べ

て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
わ
り
最
後

に
み
ん
な
笑
顔
の
集
合
写
真
を
撮

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

８
月
19
日
に
西
願
寺
で
第
13
回

わ
く
わ
く
体
験
デ
ィ
キ
ャ
ン
プ
を

実
施
し
ま
し
た
。
県
内
外
の
小
学

１
年
生
か
ら
中
学
１
年
生
ま
で
の

総
勢
20
名
の
子
ど
も
達
が
参
加

し
、
楽
し
い
野
外
活
動
を
経
験
し

ま
し
た
。
午
前
中
に
集
ま
り
、
開

会
式
の
後
、
参
加
者
で
チ
ー
ム
を

組
み
、
ゲ
ー
ム
大
会
で
競
争
し
な

が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の

後
、
座
禅
体
験
を
行
い
お
寺
な
ら キュウリの収穫体験を行う子ども達

第
13
回
わ
く
わ
く
体
験

デ
ィ
キ
ャ
ン
プ

（文
責
）　

愛
媛
県
Ｖ
・Ｙ
・Ｓ

　
　
　
　

連
合
協
議
会　

谷
本　

和
之　 竹あかりとホタル

参加されて皆さんで記念撮影 お楽しみ抽せん会にて(特賞) 作った竹ランタンをもって散策

せ
て
い
ま
し
た
。

　

材
料
の
竹
は
、
三
秋
の
放
置
竹

林
よ
り
伐
採
し
た
も
の
を
使
い
、

地
域
資
源
を
有
効
活
用
。
竹
か
ら

漏
れ
る
柔
ら
か
い
光
が
、
沿
道
を

優
し
く
照
ら
し
て
い
ま
し
た
。

竹ランタン作り後半戦

　

今
回
で
５
回
目
と
な
る
ホ
タ
ル

観
賞
会
。
今
年
は
、
伊
予
市
上
吾

川
地
区
で
活
動
す
る
団
体
『
い
よ

あ
か
り
』
さ
ん
ご
協
力
の
下
、
竹

ラ
ン
タ
ン
作
り
を
行
い
、
そ
こ
で

作
っ
た
ラ
ン
タ
ン
を
持
っ
て
、
ホ

タ
ル
を
観
賞
す
る
と
い
う
趣
向
で

開
催
。
参
加
さ
れ
た
住
民
の
皆
さ

ん
は
、
手
渡
さ
れ
た
竹
に
、
型
紙

に
沿
っ
て
ド
リ
ル
で
穴
を
あ
け
、Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
や
持
ち
手
の
ヒ
モ
を

付
け
る
な
ど
し
て
、
散
策
時
に
足

元
を
照
ら
す
ラ
ン
タ
ン
を
完
成
さ ドリルで穴をあける作業

（文
責
）　

原
田　

浩
明

竹
ラ
ン
タ
ン
と
ホ
タ
ル

皆さんのお家に古い写真が眠っていませんか？昔の風景や
お祭り等、三秋に関する昔の写真がございましたらご連絡く
ださい。また、その他の投稿・情報・写真も随時お待ちし
ております。 ★みあきの○○〇 ★うちの家族を紹介します　
etc・・・。自薦他薦問いません。お近くの当新聞編集
委員もしくは、メールにてご連絡下さい。　　
info.miaki@gmail.com

編   集    後    記
地域の皆さま・読者の皆さま・記事作成に関わって頂いた多
くの皆さんのご支援・ご協力のおかげで、本紙は 20 号目を
発行することが出来ました。深く感謝申し上げます。今回、
20 号の節目を記念して、創刊号からの内容を１冊にまとめ
た冊子を近く製作する予定です。三秋地区の記録誌としてお
役に立てればと考えておりますので、宜しくお願いします。

第19号の当選者は、残念ながらいませんでした。

ＪＲ四国　Yodosen FunFun Trains 参考
これらのラッピング車両は、どの時間帯で運用されるかわかりま
せん。遇うことができたらいいですね。

③すまいるえきちゃん号
正式には、しまんと開運汽車・すまいる
えきちゃん号
２０２２年１月２９日より運行
黄色いボディー

②鬼列車
２０２１年７月４日より運行
黒いボディー　鬼北町の「鬼のまちづく
り」　鬼王丸を生かしたデザイン

①おさんぽなんよ号
２０１６年２月２１日より運行
オレンジとグリーンのツートン　「みき
ゃん」や「にゃんよ」など、南予地域の
キャラクターがいっぱい

解説

答え　①おさんぽなんよ号 -（Ａ） ②鬼列車 -（Ｃ）③すまいる
えきちゃん号-（Ｂ）

第19号のクイズの答えと解説

応募フォームこちら

例：ナス－(花A ～ C)（実ア～ウ） 　②住所③
氏名④年令⑤本紙の感想（どの記事が良かっ
たか）などを明記の上、郵便ハガキ・Ｅメール・
公式 HP の応募フォーム（左記の QR コードか
らアクセス）のいずれかにてご応募ください。
正解者の中から抽選で１名の方に図書カード
５００円分をプレゼントいたします。

①クイズの答え 　各野菜の花・実の組
み合わせをお答えください。応 募 方 法

宛先　〒799-3124　伊予市三秋甲２７１－２
            地域新聞みあき事務局　宛
Ｅメール　info.miaki@gmail.com
応募締切 2024年1月8日（月）必着
当選発表　本紙第21号にて
※ご応募いただいた皆様の個人情報は事務局にて厳重に管理
し、プレゼントの発送及び当事務局からのお知らせ以外の目
的では使用いたしません。

A

B

C

ア

イ

ウ

Q.ナス科の夏野菜の代表であるナス・ピーマン・ミニ
トマトの花と実はどれですか。

三秋地区では、春から夏にかけ、畑でナス科の果菜類の野
菜をよく見かけます。

読者プレゼントコーナー 
～夏野菜に関するクイズ～  

種類：キューバに生息するガー
パイクの人気種
特徴：細長いオリーブグリーン
の体色と、突出した細長い口先
はガーパイクの中で、一番幅広
い。
いつから：10年くらい前から
飼育するきっかけ：もともと動
物や魚などの生き物が好きで、

助田健二さんの観賞魚「キューバンガー」No.11

うちの家族を紹介します （文責・日山　貞治）

訪れた熱帯魚屋さんで見かけ、かっこいい姿にあこがれました。
飼育：近年、ガーは体が大きくなり長寿である事から、飼育放棄
によるによる河川への放流が相次ぎました。現在は、特定外来生
物に指定され、環境省への飼育許可の申請が必要です。また、飼
育に規制がかかっており、販売や譲渡は一切禁止、入手・購入す
る方法はありません。ニュースでも最近、動物や植物などの外来
種や絶滅危惧種の問題がとりざたされています。皆さんも、ペッ
トなどの生き物を飼い始めたら、野外などに放棄せず、最後まで
面倒見ることが、飼い主のマナーだと思います。　

　普段聞けない声は、モノやペットの声に限りません。私はこの中に
登場するお父さんのページに、心をぎゅっとつかまれました。それは、
お父さんの心の声。親として、私も痛いほどわかります。
　ページにも工夫が凝らされています。平面の絵ではなく、登場人物
は立体です。アニメーターでもあった韓国人の作者は、アニメ製作の
技術も生かし、ユニークで深みのある絵本を作っています。登場人物
の豊かな表情、絵本作家長谷川義史さんによる大阪弁の訳も、あたた
かみを伝えてくれます。
　６つの「あめだま」を通して、自分が愛されていることを知る主人公。
三秋集会所の桜の木は、今年も紅葉しているでしょうか。大きな桜の
木が赤やオレンジに染まる。今年はその下で、耳をすませてみたいと
思います。もしかしたら、何かが聞こえてくるかもしれません。普段
は聞けない声がある。その声に思いをはせてみませんか。

　不思議な絵本です。文房具屋
で主人公の少年が見つけたの
は、６ つ の「あ め だ ま」。１ つ
食べると、どこからか声が聞こ
えてきた。どうも、部屋の中に
あるソファの声らしい……。も
う一つ食べると、今度は飼い犬
の声が聞こえてきた。誰しも、
ペットの声が聞こえたらいいな
と思うことはありますが……。
どうやらこの「あめだま」は、
普段は聞けない声が聞こえてく
る、不思議な「あめだま」らし
いのです。

ペク・ヒナ（作）長谷川義史（訳）ブロンズ新社
『あめだま』
みあき図書館 （文責・岡田　有利子）



新
池
か
ら
の
市
内
（昼
）

新
池
か
ら
の
夜
景

三秋地区で、伊予市
内の町中の風景が見【タイトル】三秋新池からの夜景

られる場所としては、三秋大池の堤防からや、明神山の中腹、
高速道路の跨道橋である三秋橋から見ることができること
は、以前『みあき新聞』で紹介しましたが、今回は、大平地
区との境にある三秋新池の堤防からの風景を紹介します。

みあき写真館 （写真）　日山　貞治

「伊予市コウモリ洞釉石採掘遺跡」
2022年『遺跡』（１５９号）より引用

2016年11月に撮影した
コウモリ洞

　

本
紙
に
て
以
前
（
第
２
、
５
号
）

取
り
上
げ
た
コ
ウ
モ
リ
洞
に
つ
い

て
、
新
た
な
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
コ
ウ
モ
リ

が
生
息
し
、
独
特
な
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
て
い
る
洞
窟
、
砥
部
焼
の

開
祖
「
杉
野
丈
助
」
ら
に
よ
っ
て
、

江
戸
時
代
中
期
に
釉
石
（
陶
磁
器

の
釉
薬
の
原
料
）
が
発
見
さ
れ
た

場
所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
紹
介

し
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
こ
の
コ

ウ
モ
リ
洞
を
詳
し
く
調
査
し
た
報

告
書
を
入
手
。
早
速
、
報
告
書
の

執
筆
者
で
あ
る
十
亀
幸
雄
さ
ん
に

会
い
に
行
き
、
内
容
に
つ
い
て
伺
っ

て
き
ま
し
た
。

　

十
亀
さ
ん
に
よ
る
と
、
以
前
か

ら
、
文
献
等
で
三
秋
に
釉
石
が
採

掘
さ
れ
た
所
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
が
、
正
確
な
場
所
が
分
か

ら
ず
、
手
が
か
り
を
探
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
本
紙
で
こ
の
洞
窟
を
取

り
上
げ
た
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
現
地
調
査
を
開
始
。

コ
ウ
モ
リ
洞
の
内
部
構
造
を
詳
し

く
調
べ
、
報
告
書
に
ま
と
め
た
と

の
こ
と
。
同
時
期
に
採
掘
さ
れ
た

と
さ
れ
る
砥
部
の
別
の
採
掘
場
と

類
似
点
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
文
献
通
り
、
こ
の
コ
ウ
モ
リ

洞
が
杉
野
丈
助
ら
に
よ
っ
て
発
見

さ
れ
た
採
掘
場
の
可
能
性
が
非
常

に
高
い
そ
う
で
、
今
後
、
更
な
る
調

査
が
行
わ
れ
、
証
拠
と
な
る
新
た
な

発
見
が
あ
れ
ば
、
重
要
文
化
財
に
指

（文
責
）　

原
田　

浩
明

コ
ウ
モ
リ
洞
と
砥
部
焼

定
し
て
も
良
い
ぐ
ら
い
大
変
貴
重
な

遺
跡
で
あ
る
と
仰
っ
て
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
今
後
、
市
の
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
、
重
要
文
化
財
指
定

へ
と
い
う
流
れ
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
で
す
ね
。

灯籠右

　

灯
籠
は
、
も
と
も
と
仏
前
に
供

え
る
灯
明
台
と
し
て
中
国
よ
り
仏

教
と
と
も
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
、

仏
堂
の
前
に
一
基
の
み
建
立
し
て

い
ま
し
た
。
平
安
時
代
以
降
、
神

社
に
も
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
室
町
時
代
以
降
は
、
左
右
に

一
対
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
一
般
的
な
構
造
は
、
上
か

ら
宝
珠
・
笠
・
火
袋
・
中
台
・
竿
・

基
礎
の
六
部
構
造
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

奉
納
さ
れ
て
い
る
灯
籠
は
、
一

般
的
な
春
日
灯
籠
で
、
高
さ
は
六

尺
半(

一
ｍ
九
十
五
㎝)

の
花
崗
岩

製
で
す
。
中
台
の
側
面
が
、
そ
れ

ぞ
れ
格
狭
間
と
菱
形
紋
に
な
っ
て

い
ま
す
。
拝
殿
に
向
か
っ
て
右
側

の
竿
の
部
分
に
昭
和
三
十
三
年(

一

九
五
八)

髙
岡
浅
吉
、
世
話
人
仙
波

米
太
郎
。
左
側
の
竿
に
は
当
字
中

と
あ
り
ま
す
。
近
く
に
は
、
そ
れ

以
前
に
あ
っ
た
春
日
灯
籠
の
残
欠

が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

（文
責
）　

日
山　

貞
治

水
之
明
神
社
の
石
灯
籠

準拠点 基準点

　

端
集
会
所
の
近
く
に
あ
る
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
の
水
田
畦
畔
に
、

記
録
的
な
渇
水
の
場
合
、
中
予
分

水
事
業
と
し
て
、
肱
川
水
系
か
ら

明
神
山
を
貫
通
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
を
設
置
し
、
松
山
地
域
に
水
を

送
る
計
画
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
６
年
１
月
に

中
予
広
域
水
道
企
業
団
（
当
時
の

中
予
地
域
の
３
市
５
町
）
が
組
織

さ
れ
、
測
量
を
実
施
し
た
痕
跡
の

２
級
基
準
点
の
測
量
標
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

２
級
基
準
点
は
、
真
鍮
製
で
直

径
８
㎝
で
す
。
５
０
１
の
番
号
が

刻
印
さ
れ
、
中
予
広
域
水
道
企
業

団
の
文
字
も
あ
り
ま
す
。
反
対
側

の
畑
の
畦
畔
上
に
も
、
準
拠
点
の

ス
テ
ン
レ
ス
製
の
測
量
鋲
（
直
径

５
㎝
）
が
打
た
れ
て
い
ま
す
。
中

予
広
域
水
道
企
業
団
は
、
平
成
２

０
年
３
月
３
１
日
を
も
っ
て
解
散

さ
れ
て
い
ま
す
。

端
の
測
量
標
跡

（文
責
）　

日
山　

貞
治

ユスラウメ

　

私
は
、
５
年
く
ら
い
前
に
、
庭

に
ユ
ス
ラ
ウ
メ
（
以
下
ユ
ス
ラ
）

を
植
え
ま
し
た
。
今
年
は
、
木
も

成
長
し
、
た
く
さ
ん
の
赤
い
実
が

付
き
ま
し
た
。
昔
は
、
近
所
の
ど

の
家
に
も
ユ
ス
ラ
が
あ
っ
て
、
赤

い
実
が
生
る
と
、
も
ら
っ
て
食
べ

た
も
の
で
す
。
お
菓
子
や
ス
イ
ー

ツ
が
豊
富
に
な
か
っ
た
時
代
、
こ

れ
が
子
ど
も
の
お
や
つ
で
し
た
。

　

な
ぜ
「
麦
秋
」
を
取
り
上
げ
た

か
と
言
い
ま
す
と
、
昔
は
、
ど
の

農
家
で
も
麦
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
麦
が
黄
金
色
に
熟

れ
て
く
る
と
、
休
み
の
日
に
は
麦

刈
り
、
麦
こ
ぎ
の
お
手
伝
い
を
し

た
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
時

の
休
憩
の
楽
し
み
が
、
ユ
ス
ラ
だ
っ

た
の
で
す
。
女
の
子
は
、
麦
わ
ら

を
編
ん
で
作
っ
た
「
カ
ゴ
」
に
赤

い
ユ
ス
ラ
の
実
を
い
っ
ぱ
い
入
れ

て
い
ま
し
た
。
経
験
の
あ
る
人
は
、

お
分
か
り
で
し
ょ
う
が
、
麦
の
収

穫
の
お
手
伝
い
は
、「
ハ
シ
カ
イ
（※

身
体
が
痛
痒
く
な
る
こ
と
の
方

言
）」
も
の
で
す
。
で
も
、
そ
れ
を

忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
く
ら
い
、
ユ

ス
ラ
は
美
味
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

今
は
、
コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
麦

の
収
穫
作
業
で
す
が
、
黄
金
色
に

実
っ
た
麦
を
見
る
と
、
60
年
以
上

前
の
昔
の
思
い
出
が
蘇
っ
て
き
ま

す
。 麦

秋
と
ユ
ス
ラ
ウ
メ

（文
責
）　

稲
多　

勝
利

竹あかりを展示 レンコンの花生けてみました キュウリの詰め放題

が
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

浸
透
し
て
き
て
い
る
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
「
三
秋
フ
ェ
ア
」

が
、
今
年
も
８
月
13
日
に
『
手
作

り
交
流
市
場
町
家
』
に
て
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
の
定

番
と
な
っ
た
キ
ュ
ウ
リ
の
詰
め
放

題
や
三
秋
産
農
産
物
の
直
売
が
行

わ
れ
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が

訪
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
今
年
は
、

６
月
の
「
ホ
タ
ル
観
賞
会
」
で
作
っ

た
竹
あ
か
り
や
レ
ン
コ
ン
の
花
も

展
示
し
、
三
秋
を
Ｐ
Ｒ
。
中
に
は
、

「
昨
年
も
来
ま
し
た
」
と
い
う
市

民
の
方
も
い
て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト

三
秋
フ
ェ
ア
２
０
２
３

（文
責
）　

原
田　

浩
明

２日間の活動を終えての成果発表 玉井住職から話を聞く学生達

　

６
月
17
、
18
日
の
２
日
間
に
わ

た
っ
て
、
愛
媛
大
学
社
会
共
創
学

部
の
学
生
約
20
人
が
、
大
学
の
実

習
で
、
三
秋
地
区
に
訪
れ
、
地
域

活
動
の
基
礎
的
な
方
法
を
理
解
・

習
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
４
，
５
人
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
が
地

区
内
を
散
策
、
時
に
、
住
民
の
方

か
ら
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、「
三
秋

の
歴
史
を
踏
ま
え
、
三
秋
の
未
来

を
考
え
る
」
と
い
う
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

10
月
に
２
回
目
を
実
施
す
る
予

定
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
課
題
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
結
論
を
導
き

出
す
の
か
、
今
後
の
活
動
に
注
目

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お堂の前で住民から歴史について聞く学生達 畑で住民にインタビューする学生達

三
秋
住
民
と
ふ
れ
あ
う

大
学
生

（文
責
）　

原
田　

浩
明

昭和61年新線開業時の記念切符 信号所廃線部跡

信号所跡

場
で
、
使
用
さ
れ
て
い
た
時
は
、

構
内
に
は
２
線
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
１
番
線
の
み
が
使
用
さ
れ

２
番
線
は
取
り
外
さ
れ
草
木
に
覆

わ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
６
３
年
（
昭

和
３
８
）
２
月
１
日
に
高
野
川
駅

の
開
業
に
伴
い
開
設
さ
れ
、
１
９

８
６
年
（
昭
和
６
１
）
３
月
３
日

に
内
子
経
由
の
内
山
線
（
山
廻
り
）

の
開
通
に
伴
う
海
廻
り
線
の
列
車

数
の
減
少
に
よ
り
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
列
車
の
行
き
違

い
の
た
め
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
交
換

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
状
況
は
、
ホ
ー
ム
と
詰

所
だ
っ
た
建
物
の
基
礎
部
分
だ
け

が
残
っ
て
い
る
の
み
で
す
。

　

か
つ
て
、
日
本
国
有
鉄
道
と
呼

ば
れ
て
い
た
国
鉄
の
予
讃
本
線
（
現

在
Ｊ
Ｒ
四
国
の
予
讃
線
）
の
信
号

三
秋
信
号
所
跡

（文
責
）　

日
山　

貞
治

全体黒っぽいのが特徴のメス 胴体のエメラルドグリーンが特徴のオス

　

７
月
中
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か

け
て
、
城
ヶ
端
地
区
の
三
秋
川
周

辺
で
、
黒
い
ト
ン
ボ
が
見
ら
れ
ま

す
。
黒
い
ト
ン
ボ
は
、
ハ
グ
ロ
ト

ン
ボ
で
別
名
ホ
ソ
ホ
ソ
ト
ン
ボ
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

羽
は
、
普
通
の
ト
ン
ボ
の
よ
う

な
透
明
で
な
く
真
っ
黒
で
す
。
胴

体
は
、
と
て
も
細
長
く
ス
リ
ム
で

す
。
羽
ば
た
き
方
も
他
の
ト
ン
ボ

と
違
っ
て
、
蝶
の
よ
う
に
ひ
ら
ひ

ら
と
舞
う
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
飛

び
ま
す
。
留
ま
っ
て
羽
を
休
め
る

と
き
も
、
蝶
の
よ
う
に
４
枚
の
羽

を
重
ね
て
閉
じ
た
状
態
で
休
み
ま

す
。

　

ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
は
、
真
っ
黒
い

姿
か
ら
、
不
吉
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
実
は
と
て
も
幸
運
な
ん
で

す
よ
。
昔
か
ら
、
黒
い
ト
ン
ボ
は
、

神
様
の
遣
い
と
し
て
大
切
に
さ

れ
、
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

雄
は
、
胴
体
の
部
分
が
エ
メ
ラ

ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
よ
う
に
光
沢
が

あ
り
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
雌
は
、

全
体
が
黒
い
色
を
し
て
い
ま
す
。

　

ト
ン
ボ
は
、
田
ん
ぼ
や
畑
の
害

虫
を
食
べ
て
く
れ
る
益
虫
で
す
。

そ
っ
と
見
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。

黒い羽が特徴のハグロトンボ

ス
リ
ム
な
黒
い
ト
ン
ボ

（文
責
）　

日
山　

貞
治




